
●合唱・演奏・ダンス・日舞
●ビンゴゲーム

●昔のあそび・今のあそび
●手づくり教室　●おもちゃ病院＊
●パウンドケーキ・クッキー販売

●介護服等展示
●健康チェック（血管年齢測定と乳がんモデル説明）

●日赤指圧　●茶席（無料）　●漱石山房　
 ●明るい選挙推進運動
●耐震化支援事業の紹介

●防災情報提供、機器あっせん
●地区協議会の展示

●包丁研ぎ
●工作教室

●草花・野菜・パンの販売

＊駐輪・駐車スペースはありません。
　自転車・車でのご来場はご遠慮ください。
＊会場及び会場周辺での喫煙はご遠慮ください。

TEL 3202－8585：問合せ
榎地区協議会：協 力
榎町地域センター管理運営委員会：主 催
榎町地域センター（新宿区早稲田町85番地）：会 場
平成22年10月24日（日）午前10時～午後4時：日 時

榎町地域センターまつり榎町地域センターまつり
第8回第8回

平成22年10月24日（日）午前10時～午後4時平成22年10月24日（日）午前10時～午後4時

●模擬店（焼きそば・飲み物他）
●遊びコーナー

3F おもちゃ病院＊
おもちゃのドクターが壊れたおもちゃを1個あ
たり100円で直してくれます。簡単な修理で直
るものは当日引き渡し。難しい修理が必要な場合
には、後日の引き渡し。弾が飛び出てくるものな
ど危険なおもちゃや、わたあめ機、調理セットな
ど発熱するおもちゃ、また浮き輪、スノーケルな
どは修理できません。
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杉
並
区
を
中
心
と
し
て
活
動
す
る
F
C
ト

レ
ー
ロ
ス
主
催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
、榎
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
F
C
早
稲
田
」の
二
年
生
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
第
一
回
目
で
す
が
、杉
並
、町
田
、

世
田
谷
、三
鷹
と
、西
東
京
な
ど
か
ら
16
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、大

手
製
薬
会
社
が
協
賛
し
て
い
る
比
較
的
大
き
な

大
会
で
す
。こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。お
め
で
と
う
!

F
C
早
稲
田
二
年
生
が
優
勝

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
レ
ポ
ー
ト

　

西
戸
山
中
学
校
に
通
う
三
年
生
の
長
沼
瞳
さ

ん
、卜
部
蘭
さ
ん（
共
に
榎
地
区
在
住
）と
、廣
田

真
衣
さ
ん
の
三
人
が
、8
月
20
日（
金
）〜
23
日

（
月
）に
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
37
回
全
日

本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」に
出
場
し

ま
し
た
。

　

長
沼
瞳
さ
ん
は「
女
子
砲
丸
投
げ
」で
見
事
優

勝
に
輝
き
、卜
部
蘭
さ
ん
は「
女
子
8
0
0
m

走
」で
準
優
勝
を
果
た
し
、廣
田
真
衣
さ
ん
も
砲

丸
投
げ
で
健
闘
し
ま
し
た
。関
東
大
会
か
ら
、優

秀
な
成
績
を
収
め
て
き
た
三
人
の
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
学
生
の
陸
上
競
技
選
手

世
界
一
を
め
ざ
す
！

榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー

榎
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

お
正
月
の「
お
節
料
理
」に

　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

榎
地
区
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

全
国
大
会
で
は
、と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

競
技
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、目

標
記
録
に
は
及
ば
ず
、悔
し
い
気
持
ち
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
悔
し
い
思
い
を
こ
れ
か
ら
の
大
会
で
活

か
し
て
い
き
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

恩
返
し
を
す
る
た
め
に
も
、将
来
は
世
界
で
も

戦
え
る
、強
い
気
持
ち
を
持
っ
た
選
手
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
挑
ん
だ
時
の
感
想
と
、関
東
大

会
か
ら
の
成
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　

結
果
は
準
優
勝
と
い
う
こ
と
で
、非
常
に
悔

し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、振
り

返
る
と
、そ
の
悔
し
さ
を
味
わ
っ
た
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
、今
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
り
、大

勢
の
方
々
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、目
に
見
え
な
い
支
え
に
気
付

く
こ
と
の
で
き
る
人
間
と
な
っ
て
、世
界
で
戦

え
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真：左から長沼さん、卜部さん、廣田さん

●
第
37
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

女
子
砲
丸
投
げ

記
録
14
m
74
cm

優
勝

長
沼　

瞳
さ
ん（
鶴
巻
小
学
校
卒
業
）

●
第
38
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

女
子
共
通
砲
丸
投
げ

記
録
14
m
87
cm

優
勝

卜
部　

蘭
さ
ん（
早
稲
田
小
学
校
卒
業
）

●
第
38
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　 

記
録
２
分
11
秒
82

　

女
子
８
０
０
ｍ
走

第
二
位

●
第
37
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ
走

記
録
４
分
33
秒
57

優
勝

　

女
子
共
通
８
０
０
ｍ
走

記
録
２
分
12
秒
81

優
勝

＊
申
し
込
み
等
の
詳
細
は
、11
月
初
旬
よ
り

町
会
の
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ
る
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
11
月
７
日（
日
）

皆
で「
な
が
〜
い
絵
を
描
こ
う
」

輪
な
げ
大
会

●
12
月
５
日（
日
）

ミ
ニ
ツ
リ
ー
・
と
ん
が
り
帽
子
作
り

ク
ラ
フ
ト
ケ
ー
キ
も
作
ろ
う
！

●
平
成
23
年
1
月
10
日（
祝
）

第
一
日
曜
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん

＊獅
子
舞（
し
し
ま
い
）・
太
鼓

お
囃
子（
お
は
や
し
）

マ
ラ
カ
ス
作
り

  

毎
月
、第
一
日
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
に
早
大
通
り
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

● 

場

所

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

３
階　

調
理
室

● 

日

時

12
月
４
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
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幼
稚
園
・
保
育
園
を
訪
ね
て
②

弁
天
町
保
育
園
の

　
　
　
子
ど
も
た
ち

　

子
ど
も
が
元
気
で
明
る
い
社
会
は
、住
む
人
々

の
心
を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。前
回
は
、

牛
込
仲
之
幼
稚
園
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、今

回
は
弁
天
町
保
育
園
を
紹
介
し
ま
す
。

　

弁
天
町
保
育
園
は
、牛
込
保
健
セ
ン
タ
ー
と
同

じ
建
物
に
あ
り
、定
員
は
1
3
0
人
と
、区
内
で

は
一
番
園
児
の
多
い
区
立
保
育
園
で
す
。土
の
園

庭
は
な
い
け
れ
ど
も
、限
ら
れ
た
環
境
を
フ
ル
に

活
か
し
、「
食
農
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
健
康
な
心
と
体
の
為
に
、食
に
関
す
る
必
要
な

知
識
や
具
体
的
な
方
法
を
実
体
験
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」と
の
保
育
者
の
思
い
か

ら
食
農
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。落
花
生
、

ス
イ
カ
、ピ
ー
マ
ン
、ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
園
児
が
プ

ラ
ン
タ
ー
な
ど
で
育
て
ま
し
た
。収
穫
し
た
野
菜

は
、保
育
者
が
園
児
た
ち
の
前
で
調
理
し
、皆
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
と
の
拘
わ
り
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
の「
職
場
体
験
」を
通
じ
、園
児
た
ち
が
お

兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
、地
域
の
方
が

「
お
手
玉
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」な
ど
で
園
児
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
保
育
園
に
子
ど
も
を
入
れ
て
働
い
て
い
る
が
、

預
け
っ
放
し
で
は
な
い
。子
ど
も
の
幸
せ
・
喜
び
を

き
ち
ん
と
つ
く
り
、一
緒
に
見
守
る
の
だ
」と
の

保
護
者
の
思
い
か
ら
、弁
天
町
保
育
園
に
は
保
護

者
が
組
織
し
、活
動
す
る「
子
ど
も
会
」が
あ
り
ま

す
。8
月
は「
ゆ
っ
た
り
ー
の
」を
借
り
切
り「
子

ど
も
会
主
催
」の
夏
祭
り
を
開
催
し
、家
族
一
緒

に
ス
イ
カ
割
り
や
お
菓
子
釣
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

●
日

時

11
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

●
会

場

早
稲
田
小
学
校　

体
育
館
と
校
庭

　

早
稲
田
、
鶴
巻
、
江
戸
川
、
牛
込
仲
之
小
学

校
の
小
学
生
チ
ー
ム
が
優
勝
を
か
け
て

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」の
試
合
に
挑
み
ま
す
。

　

ご
家
族
や
地
域
の
方
の
会
場
で
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
主

催

榎
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会

●
協

力

体
育
指
導
委
員

榎
町
特
別
出
張
所

前回、鶴巻小学校にて開催されたドッジボール大会

第18回

え
の
き

子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

第２回
　

7
月
18
日（
日
）、第
2
回「
え
の
き
子

ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
27
名
は
、牛
込
消
防

署
・
早
稲
田
出
張
所
で
消
防
車
の
装
備
の

見
学
と
消
防
服
の
着
用
体
験
を
し
て
か
ら
、

鶴
巻
南
公
園
で
消
火
や
応
急
手
当
な
ど
の

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
て
い
た「
新
宿
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
」に

も
参
加
し
、防
災
や
環
境
に
関
す
る
多
く

の
こ
と
を
、体
験
を
通
し
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

　

来
年
の
夏
休
み
も
、小
学
生
対
象
の「
子

ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
」を
実
施
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
出
場
申
込
み10

月
下
旬
に
学
校
か
ら
配
布
さ

れ
る
申
込
み
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、11
月
10
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

榎
地
区
小
学
校
対
抗

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

3



　

7
月
4
日（
日
）、鶴
巻
小
学
校
の
家
庭
科
室

に
お
い
て
、「
つ
る
ま
き
の
会
」が
主
催
す
る「
イ

タ
リ
ア
料
理
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

居
酒
屋「
磨
ゐ
土
」の
店
長
、小
柳
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、参
加
者
は
、モ
ッ
ツ
ア
レ
ラ
チ
ー
ズ
と
ト

マ
ト
の
前
菜「
カ
プ
レ
ー
セ
」と「
生
ハ
ム
と
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
サ
ラ
ダ
」、「
ア
ス
パ
ラ
と
小
エ
ビ

の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
の
パ
ス
タ
」の
本
格

的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
料
理
教
室

え
の
き〝
防
災
・
環
境
〞

　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ

え
の
き〝
防
災
・
環
境
〞

　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ

榎
町
特
別
出
張
所
地
区
町
会
連
合
会

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

廣
子

　

記
録
的
な
猛
暑
の
中
、７
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）の
両
日「
え
の
き〝
防
災
・
環
境
〞フ
ェ
ス
タ
」

を「
東
京
都
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
」を
受

け
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

61
の
協
力
団
体
と
約
六
千
人
の
参
加
者
が
、

交
流
し
、ま
た〝
見
る
・
知
る
・
学
ぶ〝
の
体
験
を
通

し
て
防
災
や
環
境
へ
の
関
心
を
深
め
、支
え
合
い

の
大
切
さ
と『
今
！
地
域
に
求
め
ら
れ
る
行
動
』

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
部
門
で
は
、は
し
ご
車
に
よ
る
ビ
ル
屋
上

か
ら
の
救
出
、け
む
り
ハ
ウ
ス
、避
難
所
、起
震
車

等
の
体
験
や
緊
急
を
伝
え
る
防
災
手
話
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
過
去
の

地
震
災
害
に
学
ぶ〝
地
域
が
支
え
る
防
災
福
祉

マ
ッ
プ
〞づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
初
日
は
、榎
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会

が
連
携
事
業
と
し
て〝
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
防
災

の
こ
と
〞を
テ
ー
マ
に「
子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

を
催
し
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

考
え
る
場
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

環
境
部
門
で
は
、「
新
宿
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
」

を
同
時
開
催
し
、み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
展
示
や
交

流
会
、苗
の
交
換
会
、神
田
川
の
水
質
と
生
き
物
、

各
種
の
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
フ
ト
等
を
展
開
し
、大

盛
況
で
し
た
。

　

交
流
の
広
場
で
は
、盆
踊
り
、阿
波
踊
り
、バ
ナ

ナ
の
叩
き
売
り
、模
擬
店
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
車
体

験
を
繰
り
広
げ
、会
場
の
早
稲
田
通
り
が
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

榎
地
区
で
は
、こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
機
に
新
宿
エ

コ
隊
に
三
百
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

家
庭
で
の
CO2

排
出
削
減
に
取
り
組
み
、〝
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
榎
〞〝
減
災
の
ま
ち
榎
〞を
地
域

ぐ
る
み
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会場：榎町地域センター
「新宿エコライフまつり」オープニング

は
し
ご
車
に
よ
る
、ビ
ル
屋
上
か
ら
の
救
出
訓
練

牛
込
オ
バ
ケ
え
ん
に
ち

　

8
月
22
日（
日
）、猛
暑
の
中
、中
学
生
の
企
画

に
よ
る
第
5
回「
牛
込
オ
バ
ケ
え
ん
に
ち
」が
牛

込
第
二
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
化
け
屋
敷
、ゲ
ー
ム
、え
ん
に
ち
、お
絵
描
き

カ
フ
ェ
等
、大
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
は
二
百
十
七
名
。来
年
の
開
催
も
期

待
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
、来
年
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

主
催　

榎
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会

実行委員（牛込第二中学校の生徒）
ユニークな発案のもと、「オバケえんにち」の企画と
運営を行っています。

アスパラと小エビの トマト
クリームソースパスタ
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秋
の
散
歩
道

と
な
り
街
・
神
楽
坂

区
立
の
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生
を
対
象

に「
平
和
の
ポ
ス
タ
ー
」の
作
品
が
募
集
さ
れ
、入

賞
作
品
が
8
月
19
日
か
ら
9
月
2
日
ま
で
区

役
所
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。表
の
よ
う
に
榎
地
区

の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。大
柿

さ
ん
の
喜
び
の
声
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

「
こ
の
度
は
、私
の
作
品
が
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
賞
に
受
賞
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。私
は
小
さ
い
頃
か
ら
動
物
好
き

な
の
で
、今
回
の
ポ
ス
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、

『
人
間
と
動
物
と
の
平
和
を
築
こ
う
』と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ラ
イ
オ
ン
や
植
物
の
葉
を
描
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」

平
和
の
ポ
ス
タ
ー
展

平
和
の
ポ
ス
タ
ー
展

牛
込
二
中
の
大
柿
さ
ん
が
最
優
秀
賞

平和のポスター展
榎地区の入賞

　

神
楽
坂
は
日
本
文
化
の「
粋
」を
随
所
に

残
す
街
、ま
た
、フ
ラ
ン
ス
人
が
多
く
住
み
、

異
国
情
緒
豊
か
な
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

神
楽
坂
商
店
街
の
通
り
か
ら
一
歩
路
地

に
入
れ
ば
、歩
く
度
に
ぴ
ん
た
ん
と
音
の
鳴

る
敷
石
の
小
路
や
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た

階
段
の
道
に
出
会
い
ま
す
。明
治
、大
正
の

往
時
が
偲
ば
れ
る
風
情
が
、道
行
く
人
の

心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　

風
の
通
り
抜
け
る
若
宮
公
園
か
ら
東
京

理
科
大
学
・
近
代
科
学
資
料
館
を
巡
り
、外

濠
の
カ
ナ
ル
カ
フ
ェ（
東
京
水
上
倶
楽
部
）

で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、水
際
の
カ
フ
ェ
で

お
茶
を
飲
ん
だ
り
・・・

　

秋
の
一
日
、神
楽
坂
の
散
策
を
ゆ
っ
く
り

と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●赤城神社　今年の９月に完成した新社殿

●カナルカフェ
ボート乗り場は階段下

●本多横町
神楽坂には横町が多い

数多くの文豪が執筆に
利用した旅館「和可菜」
のある石畳の路地

神楽坂商店街で見
つけた駄菓子屋

●伏見火防稲荷神社
●若宮公園
外堀からの
爽やかな風
が通り抜け
る公園

●東京理科大学　近代科学資料館

東京メトロ
神楽坂駅

神
楽
坂
上

●

●

●

●

●

階段の道

赤城神社

毘沙門天
善國寺

カナルカフェ
東京ボート場

近代科学
資料館

和可菜

若宮公園

JR 東京メトロ
飯田橋駅

●伏見火防
稲荷神社

大
久
保
通
り

外
濠
通
り

●
本
多
横
町

営業　11:30～日没
休日　祝日を除く毎週月曜日

毛利智香

高木菜摘

高岡よしの

橋本萌木5年

6年

5年

6年

鶴巻小

鶴巻小

江戸川小

江戸川小

優 良

優 良

優 秀

優 秀

●小学生の部

大柿瑠衣3年

3年

3年

工藤むすひ

牛込二中

牛込二中

牛込二中

優 良

佳 作

最優秀賞

野中美幸

●中学生の部

●毘沙門天善國寺　
新内や落語の会も催されている

開館時間　10:00～16:00
休館日　　日・月曜日
入館料　　無料
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●
三
代
将
軍
家
光
公
ゆ
か
り
の
寺

　

田
中
寺
は
、開
山
当
時「
浄
見
寺
」と
い
い
、寛

永
五
年（
一
六
二
八
）、破
了
和
尚
に
よ
っ
て
草
庵

風
の
寺
院
と
し
て
、武
蔵
国
豊
島
郡
天
神
町
に
開

か
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、寛
永
十
七
年（
一
六
四

〇
）、坐
禅
修
道
の
一
助
に
し
よ
う
と
し
て
近
く

の
田
の
中
、現
在
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）、徳
川
三
代
将
軍
、家

光
公
が
鷹
狩
り
の
折
、こ
の
お
寺
に
お
立
ち
寄
り

に
な
り
、「
こ
の
寺
、独
り
田
の
中
に
あ
り
、も
っ
て

田
中
寺
と
し
た
ら
よ
か
ろ
う
」と
い
う
ご
下
命
を

賜
り
、破
了
和
尚
は
あ
り
が
た
く「
田
中
寺
」と

改
め
ま
し
た
。ま
た
こ
の
縁
に
よ
り
毎
年
正
月
六

日
、城
中
に
祝
賀
参
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
富
田
地
蔵
尊（
通
称
身
代
わ
り
地
蔵
）

　

本
堂
の
左
側
、墓
地
入
口
横
に
祀
ら
れ
て
い
る

青
銅
の
地
蔵
菩
薩
で
、江
戸
山
手「
二
十
八
地
蔵

尊
参
り
」の「
二
十
四
番
富
田
地
蔵
尊
」と
し
て
、

広
く
人
々
の
信
仰
を
集
め
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。戦
国
末
期
、富
田
玄
蕃
と
称
す

る
人
物
が
日
頃
地
蔵
尊
を
篤
く
信
仰
し
て
い
ま

し
た
。文
禄
三
年（
一
五
九
四
）、玄
蕃
に
遺
恨
を

●
曹
洞
宗
貫
首
秦
慧
玉
禅
師

　

我
が
国
仏
教
界
の
泰
斗
と
し
て
、全
日
本
仏

教
会
会
長
の
要
職
に
就
か
れ
た
、曹
洞
宗
大
本
山

永
平
寺
第
七
十
六
世
貫
首（
昭
和
五
十
年
〜
昭

和
六
十
年
）秦
慧
玉
禅
師
は
、昭
和
十
二
年
か
ら

第
三
十
六
世
田
中
寺
住
職
を
勤
め
ら
れ
、昭
和

六
十
年
同
寺
で
没
し
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。龍谷山田中寺（曹洞宗）

新宿区改代町11
℡（3268）7624

鶴
巻
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

牛
込
第
二
中
学
校
P
T
A

●
場
所

牛
込
第
二
中
学
校　

体
育
館

　

日
用
雑
貨
か
ら
手
作
り
の
品
、焼
き
そ

ば
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
、盛
り
沢
山
で
販
売

し
ま
す
。牛
込
第
二
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
も
出
店
し
ま
す
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

＊
お
買
い
物
の
際
は
、マ
イ
バ
ッ
ク
、上
バ
キ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。自
転
車
で
の
来
校

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

第17回●
場

所

早
大
通
り

　

も
っ
た
い
な
い
広
場
で
は
、生
活
用
品
を

扱
う
様
々
な
テ
ナ
ン
ト
が
出
店
。焼
き
そ

ば
、焼
き
鳥
、ビ
ー
ル
等
の
模
擬
店
も
数
多

く
出
ま
す
。

　

ま
た
、岡
崎
病
院
前
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
お
い
て
、地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、フ
ラ

ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
催　

早
大
通
り
商
栄
会

赤
城
神
社

遷
座
祭

　

去
る
8
月
22
日
、赤
城
神
社（
風
山
栄
雄
宮

司
）の
本
殿
遷
座
際
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遷
座
祭
と
は
、神
社
の
ご
神
体
を
新
た
な
本
殿

に
移
す
儀
式
で
、敷
地
内
に
建
設
中
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
完
成
と
と
も
に
、神
社
も
再
建
さ
れ
、ご
神

体
を
新
本
殿
に
遷
座
し
ま
し
た
。

　

遷
座
祭
は
夕
刻
7
時
、仮
殿
祭
の
後
、出
御
。

弓
張
り
提
灯
を
先
頭
に
、裃
姿
の
氏
子
ら
約
80

人
が
列
の
中
心
の
ご
神
体
を
お
守
り
し
、隊
列
を

組
ん
で
神
楽
坂
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

新
社
殿
に
入
御
し
、本
殿
祭
が
営
ま
れ
、と
ど

こ
お
り
な
く
遷
座
祭
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

神
社
の
デ
ザ
イ
ン
は
、世
界
的
な
建
築
家
の
隈

研
吾
さ
ん
の
も
の
で
、拝
殿
は
正
面
、左
右
は
ガ

ラ
ス
張
り
で
す
が
、そ
の
中
に
も
荘
厳
さ
を
漂
わ

せ
る
新
感
覚
の
神
社
で
す
。

　

今
年
の
赤
城
神
社
祭
礼
は
、「
竣
工
奉
祝
例
大

祭
」と
銘
打
っ
て
盛
大
に
催
さ
れ
、神
社
御
輿
の

渡
御
が
行
わ
れ
、揃
い
の
神
社
半
纏
で
の
宮
出
し
、

宮
入
は
祭
礼
を
一
層
盛
上
げ
ま
し
た
。

揃いの半纏で神社御輿の宮出し

い
だ
く
者
が
あ
り
、あ
る
夜
玄
蕃
の
家
に
討
ち
入

り
玄
蕃
の
首
を
取
り
ま
し
た
。翌
朝
そ
の
首
を
取

り
出
し
て
見
る
と
、そ
れ
は
地
蔵
の
首
で
し
た
。

仰
天
し
て
玄
蕃
の
と
こ
ろ
へ
行
き
事
の
次
第
を

話
す
と
、こ
れ
に
は
玄
蕃
も
驚
き
、仏
壇
に
安
置

し
て
い
る
地
蔵
尊
を
見
る
と
、お
体
だ
け
で
首
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。玄
蕃
は
、こ
れ
も
日
頃
篤

く
信
仰
し
て
い
る
地
蔵
尊
の
お
か
げ
と
、な
お
一

層
信
心
精
進
に
励
み
、つ
い
に
出
家
し
て
仏
門
に

入
り
ま
し
た
。

　

の
ち
に
浄
見
寺
が
建
立
さ
れ
、や
が
て
地
蔵
尊

が
祀
ら
れ
ま
し
た
。先
に
述
べ
た
家
光
公
が
お
立

ち
寄
り
の
際
、こ
の
地
蔵
尊
の
謂
れ
を
聞
き
、「
富

田
地
蔵
菩
薩
」と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。な
お
同
寺
に
は
、家
光
公
よ
り
下
賜
さ
れ
た

茶
釜
が
、寺
宝
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、お
茶
席

で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田
中
寺

田
中
寺
（
で
ん
ち
ゅ
う
じ
）

（
で
ん
ち
ゅ
う
じ
）

地
域
の
史
跡
探
訪
⑪

10
月
24
日
（
日
）

午
後
０
時
〜
午
後
５
時

●
日

時

●
日
時

11
月
６
日（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

6



ユ
ニ
カ
ー
ル  

輪
投
げ

○○○

第
８
回

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

10
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
日

時

●
場

所
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
全
館

4
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

合
唱
・
演
奏
・
ダ
ン
ス
・
日
舞
等
、小
学
生

や
登
録
団
体
の
発
表　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

3
階

昔
の
あ
そ
び
・
今
の
あ
そ
び　

手
作
り
教
室　

焼
き
菓
子
の
販
売　

お
も
ち
ゃ
病
院　

健
康

チ
ェ
ッ
ク　

介
護
服
等
展
示

2
階

お
茶
席（
無
料
）　

指
圧　

漱
石
山
房

防
災　

耐
震

1
階

パ
ン
・
野
菜
・
鉢
植
え
の
花
の
販
売

包
丁
研
ぎ　

工
作
教
室

地
階
1
階

模
擬
店（
焼
き
そ
ば
・
チ
ヂ
ミ
・ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
他
）　

遊
び
コ
ー
ナ
ー

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
10
周
年
記
念
事
業

広
げ
よ
う

　
新
宿
の
ウ
ィ
ー
ン

　

牛
込
・
榎
町
地
区
に
は
多
く
の
音
楽
家
が
住
み
、

音
楽
が
盛
ん
で
、こ
の
地
区
は「
新
宿
の
ウ
ィ
ー

ン
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、来
年
の
開
館
10
周

年
を
記
念
し
、今
年
の
10
月
に「
え
の
き
合
唱

団
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。新
宿
区
に

お
住
ま
い
の
方
、ま
た
、お
勤
め
の
方
で
、男
女
、

年
齢
を
問
わ
ず
、歌
が
お
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
団
で
き
ま
す
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
参
加
費

無
料

●
練
習
日

月
２
回（
土
・
日
の
１
回
ず
つ
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

●
場

所

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

練
習
す
る
曲
目

「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス（
ヘ
ン
デ
ル
）」

「
手
紙（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
）」

「
ふ
る
さ
と
」「
若
者
た
ち
」の
メ
ド
レ
ー
・
他

●
問
合
せ
・
申
込
み

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー　

事
務
局

℡（
３
２
０
２
）８
５
８
５

●
内

容

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
ビ
ッ
ク
ス

＊
詳
細
は
、各
町
会
の
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日

時

11
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場

所

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

●
募

集

60
名

●
参
加
費

１
０
０
円

●
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
・
タ
オ
ル

上
履
き
・
飲
み
物

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー　

事
務
局

℡（
３
２
０
２‐
８
５
８
５
）

●
申
込
み

　

リ
ン
パ
の
流
れ
を
良
く
す
る
、簡
単
な
楽
し
い

運
動
で
す
。ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

12
月
19
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
会

場

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

●
参
加
費

３
０
０
円

●
申
込
み

11
月
21
日（
日
）

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

調
理
室
・
工
芸
美
術
室

＊
10
月
21
日（
木
）よ
り
、榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

２
階
事
務
局
に
申
込
書
を
設
置
し
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。ご
家
族
、お
友
だ
ち
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
平
成
22
年
11
月
7
日（
日
）

②
平
成
22
年
12
月
5
日（
日
）

③
平
成
23
年
1
月
9
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
12
時

●
日

時
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル 

会

場

●

無
料

参
加
費

●

必
要
あ
り
ま
せ
ん（
当
日
受
付
）

申
込
み

●

黒
川
孔
晴　
　

℡（
3
2
6
8
）1
7
7
7

問
合
せ

●

わ
せ
だ
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
議
会

主

催

●

10
月
31
日（
日
）

日

時

●

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
頃

輪
投
げ
・
ユ
ニ
カ
ー
ル

①
午
後
1
時
〜
午
後
4
時
頃

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

②
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー

③
＊
小
学
生
対
象
の
競
技
で
す
。

　

自
由
の
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
頃

早
稲
田
小
学
校　

体
育
館

会

場

●

榎
町
特
別
出
張
所　

℡（
３
２
０
２
）２
４
６
１

問
合
せ

●

地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
交
流

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ

榎
地
区

「
え
の
き
合
唱
団
」

　
　
　
　

団
員
募
集
中
！

年
忘
れ
カ
ラ
オ
ケ
大
会

第15回
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今
年
5
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
バ
レ
エ

サ
ー
ク
ル『
雅
・
み
や
び
』。ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
め

る
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
基
本
を
学
ん
で
い
ま

す
。講
師
は
劇
団
四
季
の
舞
台
で
長
年
活
躍
し
て

き
た
山
口
博
之
氏
で
す
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
女
性
10
名
。男
女
、年
齢

を
問
わ
ず
、バ
レ
エ
を
楽
し
み
た
い
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。レ
ッ
ス
ン
の
見
学
も
可
能
で
す
。

芸
術
空
間『
雅
』

バ
レ
エ 登

録
団
体
の
紹
介
⑤

〒
１
６
２
‐
０
０
４
２　

新
宿
区
早
稲
田
町
85

℡ （
３
２
０
２
）８
５
８
５

Fax （
３
２
０
２
）２
４
７
８

「
え
の
き
文
芸
」に
掲
載
す
る
句

を
募
集
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

身
近
に
あ
る
こ
と
が
ら
を「
五
・

七
・
五
」の
句
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
号
の
俳
句
の
お
題
は『
冬
』、川

柳
は『
自
由
吟
』で
す
。

投
稿
は
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
、俳
句
川
柳
の
別
を
明
記
の
上
、

12
月
17
日（
金
）ま
で
に
榎
町
地

域
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「
え
の
き
」で
は
毎
号
、榎
町
地

域
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
募
集
や
活
動
の
様
子
、

連
絡
先
な
ど
、3
0
0
字
以
内
の

原
稿
を
添
え
て
、事
務
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
家
族
の
肖
像
」「
技
の
伝
承
」の

記
事
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
誌「
え
の
き
」に
関
す
る
ご

意
見
や
お
問
合
せ
、情
報
提
供
も

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

場　

所

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
ホ
ー
ル

毎
週
火
曜
日
も
し
く
は
水
曜
日

午
後
７
時
45
分
〜
９
時
15
分

レ
ッ
ス
ン

問
合
せ

山
ノ
上（
ヤ
マ
ノ
ウ
エ
）

℡（
３
２
０
２
）２
６
８
６

俳

句

川

柳

え
の
き
文
芸

管
野 

あ
き
ら

幽
霊
も
年
金
貰
う
良
い
時
代

柔
ち
ゃ
ん
小
沢
背
負
っ
て
議
員
谷

突
っ
張
る
と
怪
我
を
し
ま
す
よ

　
　
　
　
　
　 

　
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん

伊
藤
三
十
六

空
っ
ぽ
の
部
屋
に
戸
籍
が
住
ん
で
い
る

小
山 

一
湖

予
報
士
が
も
っ
と
も
ら
し
く
説
く
天
気

子
を
叱
る
母
は
許
し
て
い
る
本
音

ち
ち
ろ
虫
荷
縄
ほ
ぐ
る
る
ほ
ど
の
闇

森 

ひ
ろ
し

広
報
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

紅葉はどこの公園でも見られます。まずは紙上で。

一
朝
の
夢
巻
き
終
へ
て
落
芙
蓉

ち
ょ
う

い
っ

飯
田
も
と
子

九
月
尽
暮
る
る
早
さ
の
夕
支
度

じ
ん

加
藤 

理
君

ゆ
ふ
づ
つ
の
光
増
し
つ
つ
な
ほ
残
暑

川
口
あ
き
を

鰯
雲
燦
燦
育
つ
利
根
の
郷

さ
ん

さ
ん

森 

ひ
ろ
し

行
き
過
ぎ
て
香
に
振
り
返
る
金
木
犀

小
池
よ
し
枝

崩
れ
ゆ
く
日
本
語
惜
し
む
文
化
の
日

軽
部
と
み
子

ペ
ダ
ル
漕
ぐ
都
心
爽
や
か
日
曜
日

佐
藤 

琴
美

身
の
丈
で
生
き
る
幸
せ
菊
日
和菅

原
美
智
子

大
鳥
居
潮
引
き
急
ぐ
秋
没
日

中
村 

章
子

竹
や
ぶ
に
一
輪
咲
け
り
時
鳥
草

ほ

と

と

ぎ

す後
藤 
登
喜

買
い
出
し
の
母
待
ち
詫
び
た
蒸
し
芋

ふ
か池

田 

洋
子

秋 の花
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